
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 豊田市議会市民フォーラム 
「２０２１年度に向けた政策要望」 

に対する回答 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【安心して暮らせるまちづくり】 
 

【要望内容】 
犯罪から市民を守る取組 

【具体的内容】 
①特殊詐欺被害の未然防止 

【取り上げた理由】 
①高齢者を狙った特殊詐欺の被

害が後を絶たないことから、
訪問による啓発を継続すると
ともに、自動通話録音機の購
入補助など効果的な対策を検
証し、詐欺被害防止につなげ
ることが必要である。 

 
 
 
 
 
① 
・高齢者交通安全防犯世帯訪問事業により、引き続き特殊詐欺被害防

止啓発を進めていくとともに、前兆電話が確認された場合や被害が
発生した場合は、緊急メールとよた、市ホームページ、防災行政無
線、防災ラジオなどで注意喚起を行っていく。 

・自動通話録音機能、留守番電話機能など迷惑電話防止機能が備わっ
た電話機は一般的になっており、また価格も比較的安価であること
から、購入補助ではなく、誰でも合理的な価格で購入することが可
能であるということを、啓発の機会に併せてお知らせしていく。 

・電話だけでなく葉書、封書、さらには犯罪者が直接訪問するなど手
口も年々多種多様化していることから、自己防衛能力の向上を図る
ための啓発や迅速な情報提供に努め、効果的な対策を検証していく。 

（地域振興部 交通安全防犯課） 
 

 
 
 
 
 
 
・交通安全教育費 （１１百万円） 
・犯罪抑止活動費 （７２百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【安心して暮らせるまちづくり】 
 

【要望内容】 
安全な交通環境の整備 

【具体的内容】 
①生活道路における歩行者の安

全確保 
【取り上げた理由】 
①生活道路での歩行空間を確保

するため、地域との合意形成
によるゾーン 30 の拡大やイ
メージハンプの路面標示整備
など、安全対策を推進する必
要がある。 

 
 
 
 
 
① 
・生活道路における安全な歩行空間の確保に向け、生活道路区域内に

おける通過交通量や交通事故発生状況等を考慮し、歩行者・自転車
の安全確保が特に必要とされる地域においては、その地域にゾーン
３０の導入を積極的に働きかけ、豊田警察署及び地域との合意形成
を図りながら拡大を進めていく。 

 また、ゾーン３０内などの生活道路においては、ゾーン３０の区域
内を明確に示せるよう３０の数字を立体的に見せる路面標示や、交
差点のカラー舗装化など視覚的効果により速度抑制や交差点での確
実な停止の確保が期待できる交通安全対策を進めていく。 

（地域振興部 交通安全防犯課） 
  

 
 
 
 
 
 
・ゾーン３０施設整備費 

（４百万円） 
・事故防止対策費（１６２百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【安心して暮らせるまちづくり】 
 

【要望内容】 
災害に強いまちづくり 

【具体的内容】 
①感染症を踏まえた避難所の整

備 
【取り上げた理由】 
①災害の危険度や避難所の規模

など、地域の実情に沿った自
主避難場所の運営と備品の整
備に向けた支援を通じ、with
コロナを前提とした災害対応
を推進する必要がある。 

 
 
 
 
 
① 
・指定避難所の感染症対策として、感染症対策物品やゾーニング用資機材

整備のほか、体育館以外の避難スペースや臨時避難場所を確保し、運営
方法の取り決めなどを行っており、今後も感染状況に応じて物品や資機
材の備蓄を進めていく。 

・地域の自主避難場所については、運営の一助としていいただくため、「新
型コロナウイルス感染症流行下における避難所運営の手引」を整備・配
布したほか、必要な資機材整備を補助制度の対象とするなど、運営体制
の構築に関して、自主防災会を通じた支援を継続していく。 

・引き続き、新型コロナウイルス感染症の新たな知見や社会の動向等を踏
まえながら、必要な対策を講じていく。 

（地域振興部 防災対策課） 

 
 
 
 
 
 
・避難者対策費  （２０百万円） 
・防災啓発費   （１１百万円） 
・自主防災育成費  （４百万円） 
・自主防災事業補助金 
（各支所合計）  （１６百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【安心して暮らせるまちづくり】 
 

【要望内容】 
災害に強いまちづくり 

【具体的内容】 
②避難所外避難に対する整備 

【取り上げた理由】 
②避難形態の多様化に対応する

ため、避難所外避難者に対す
る安否確認や情報発信への整
備推進、また食料や物資の提
供が円滑におこなえるための
しくみ構築が必要である。 

 
 
 
 
 
② 
・避難所外避難者の安否確認や所在把握、要望のとりまとめなど、必

要な情報提供や物的支援が行えるよう、地域の自主防災会等と連携
して体制確保を進め、必要に応じて「避難所運営マニュアル」の見
直しや反映を行う。 

・あわせて、安否確認や避難状況の確認が容易に行えるようなアプリ
等の活用、食料や物資の提供に資する民間事業所との協定等の拡大
も考えていく。 

（地域振興部 防災対策課） 
 

 
 
 
 
 
 
・避難者対策費  （２０百万円） 
・防災啓発費   （１１百万円） 
 

 



- 5 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【安心して暮らせるまちづくり】 
 

【要望内容】 
災害に強いまちづくり 

【具体的内容】 
③消防団員確保に向けた取組 

【取り上げた理由】 
③消防団との共働のもと、効率

的な消防活動やイベント等の
あり方を精査することで活動
のしやすさを図り、消防団員
の加入促進につなげることが
必要である。 

 
 
 
 
 
③ 
・消防団員確保については、「豊田市消防団運営のあり方検討委員会」

の中で、令和２年度に実施した消防団員意識調査の結果を踏まえた
議論を行い、行事や活動環境の改善を図ることで加入促進につなげ
ていく。また、合同訓練等を通じて、消防本部と消防団相互の連携
強化を図っていく。 

（消防本部 総務課、北・中・南・足助消防署管理課） 

 
 
 
 
 
 
・消防団運営費   （６百万円） 
・消防操法大会開催費（２百万円） 
・観閲式開催費   （１百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【学び・育むまちづくり】 
 

【要望内容】 
少子化対策への取組 

【具体的内容】 
①不育症治療への支援 

【取り上げた理由】 
①不育症の方が出産をあきらめ

ることがないよう、現在本市
で実施している不妊症治療費
助成に加え、不育症治療費助
成もおこない、経済的負担を
軽減することが必要である。 

 
 
 
 
 
①  
・関係省庁で構成する不育症対策に関するプロジェクトチームにお

いて、現在、保険適用となっていない研究段階にある不育症検査
について、保険適用を目指した助成制度の創設が検討されてい
る。 

・また、令和２年１２月１５日に閣議決定された「全世代型社会保
障改革の方針」に、不育症の検査について新たな支援を行う旨が
明示された。 

・こうした国の動向を注視しつつ、令和３年度は、医療機関等と協
議し本市における不育症検査への経済的支援の在り方について検
討していく。 

（子ども部 子ども家庭課） 
 

 
 
 
 
 
 
・不妊症・不育症相談費 

（１百万円）
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【学び・育むまちづくり】 
 

【要望内容】 
ひとり親世帯への支援の取組 

【具体的内容】 
①養育費保証の支援 

【取り上げた理由】 
①養育費の立替えなどをおこな

う民間の養育費保証サービス
を利用しやすくするため、そ
の契約等に係る費用の補助を
おこなうなど経済的な支援が
必要である。 

 
 
 
 
 
①  
・国において、令和２年７月１日に決定された『女性活躍に関する「重

点方針２０２０」』では、離婚後の養育費不払い問題を解消するた
めの法改正の検討が明記され、現在、法務省養育費不払い解消に向
けた検討会議において具体的改善方策が議論されている。 

・国に先行して、養育費の取立を代行する民間保証会社に払う保証料
や、調停の申立や公正証書の作成に係る費用に対する補助を実施し
ている自治体もあるが、国が検討を進める法制度の見直し（公的機
関が不払い時に養育費を強制的に徴収したり立て替える制度等）が
実現されれば、より実効性が向上する。 

・こうしたことから、今後の国の動向を注視し、令和３年度は、本市
における困難を抱えるひとり親世帯への支援策の在り方について検
討していく。 

（子ども部 子ども家庭課） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【学び・育むまちづくり】 
 

【要望内容】 
子どもを虐待から守る取組 

【具体的内容】 
①虐待相談体制の強化 

【取り上げた理由】 
①増加している虐待通報件数に

対して、確実に対応できるよ
う育児支援専門員の増員によ
る適正配置をすすめるととも
に、離職防止に向けた処遇改
善の取組が必要である。 

 
 
 
 
 
① 
・増加傾向にある児童虐待通告に確実に対応するため、虐待のケース

ワークを担当する育児支援専門員の配置を令和３年度から１４名
（２名増員）とし、相談体制を強化する。 

・また、育児支援専門員には虐待対応に係る専門性が求められており、
それを維持・継続していくためには経験の蓄積が必要なことから、
より⾧く勤務していただけるよう勤務条件の改善を図る。 

（子ども部 子ども家庭課） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【学び・育むまちづくり】 
 

【要望内容】 
保育環境の向上 

【具体的内容】 
①会計年度任用職員保育師の勤

務形態拡大 
【取り上げた理由】 
①正規保育師のサポート業務を

おこなう会計年度任用職員保
育師の勤務形態の種類を拡大
することで、多様な働き方を
提案し、登録者の増加につな
げるなど正規保育師の負担軽
減を更にすすめる必要があ
る。 

 
 
 
 
 
① 
・令和３年度は、正規保育士が保育業務に専念できるよう、「事務員」

を始め、園の環境整備などを担う「用務員」、午前中を中心に保育
の補助を行う「昼パート」の配置を拡大していく。 

・引き続き、多様な働き方を検討して、保育現場の状況に合わせた柔
軟な運用に努め、正規保育士の負担軽減を進める。 

（子ども部 保育課） 
 

 
 
 
 
 
 
・人件費（事務員、用務員、昼パー

ト分）    （１２２百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【学び・育むまちづくり】 
 

【要望内容】 
不登校児童・生徒への支援強化 

【具体的内容】 
①不登校児童・生徒の居場所の

拡大 
【取り上げた理由】 
①復学に向けた居場所づくりに

向け、パルクとよたのサテラ
イト教室の開設など、子ども
の居場所の拡大による支援体
制の強化を図る必要がある。 

 
 
 
 
 
① 
・令和２年９月末現在、パルクとよたにおける適応指導教室や個別サ

ポートに通室している児童生徒は、小学校１５人、中学校４３人で
あり、これは、不登校児童生徒数の１７．５％に当たる。 

・現在、適応指導教室は、豊田市内にパルクとよた１か所のみであり、
個別サポートとして、家庭や公共施設に不登校専門員が出向いて学
習をサポートしている。令和３年度は、地域学校共働本部や民間通
所施設等とも連携を図ることで、学校以外の居場所づくりの拡大を
模索していく。また、パルクとよた以外の施設における適応指導教
室の可能性を模索していく。 

（教育部 学校教育課） 
 

 
 
 
 
 
 
・いじめ不登校問題対策費 

（３百万円）
 
・人件費（うち、不登校専門員） 

（３７百万円）
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【学び・育むまちづくり】 
 

【要望内容】 
不登校児童・生徒への支援強化 

【具体的内容】 
②別室登校児童・生徒の教室復

帰支援 
【取り上げた理由】 
②登校しても教室に入れない別

室登校の児童・生徒に対して、
専門知識を有する人材による
教室復帰に向けた支援など、
具体的な施策の立案・実行を
する必要がある。 

 
 
 
 
 
② 
・登校しても、多くの時間を自分の学級以外の場所で過ごす時間が多

い児童生徒については、各学校において教職員による支援を行って
おり、令和３年度は、整備が完了している学習用タブレットを活用
した学習支援も段階的に実施していく。 

・令和２年度にモデル校において、別室登校を行っている児童生徒の
人数、別室における主な指導・支援の内容等を把握するため「別室
登校児童生徒の状況調査」を実施した。令和３年度は、市内全小中
学校に対象を拡大して調査を実施し、調査結果を集約し、今後の別
室登校児童生徒への効果的な指導方法の構築に生かしていく。 

（教育部 学校教育課） 
 

 
 
 
 
 
 
・相談活動費    （４３百万円） 
・人件費 
（スクールカウンセラー） 

（１２４百万円） 
（スクールソーシャルワーカー） 

（４３百万円） 
・いじめ不登校問題対策費 

（３百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【学び・育むまちづくり】 
 

【要望内容】 
教育環境の整備 

【具体的内容】 
①オンライン授業に向けた整備

推進 
【取り上げた理由】 
①オンライン授業の整備を進め

ることで、緊急時の休校に備
えることに加え、通常時にお
ける家庭での復習、また学校
にいられない児童生徒の学習
支援として活用できるしくみ
づくりを図る必要がある。 

 
 
 
 
 
① 
・「ＧＩＧＡスクール構想」に基づいて整備した学習用タブレットで

オンライン授業が円滑に行えるように、高速大容量インターネット
回線網を新たに整備する。また、令和２年４月に施行された授業目
的公衆送信補償金制度に基づき、オンライン授業などで、デジタル
教科書等の著作物を円滑に利用できるようにする。 

・家庭での利用や不登校児童生徒の学習支援については、学習用タブ
レットが整備され、学校での活用が軌道に乗ったところで、家庭へ
の持ち帰り訓練を実施し、訓練の状況を踏まえて、段階的に運用を
見直していく。 

・また、自宅にWｉ－Ｆｉ環境が整っていない家庭を対象として、モ
バイルルーターを貸与していく。 

（教育部 学校教育課） 
 

 
 
 
 
 
 
・学校事務機器整備費（うち、ロー

カルブレイクアウト回線使用料） 
    （２２百万円） 

・学校教育課管理運営費（うち、ロ
ーカルブレイクアウト回線使用
料        （１百万円） 

・施設管理運営費（うち、ローカル
ブレイクアウト回線使用料） 

     （１百万円） 
・学校情報化推進費（うち、授業目

的公衆送信補償金） 
（５百万円 新規） 

・学校情報化推進費（うち、モバイ
ルルーター通信料） 

       （７百万円 新規） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【学び・育むまちづくり】 
 

【要望内容】 
教育環境の整備 

【具体的内容】 
②教員の多忙化解消とメンタル

ヘルス対策強化 
【取り上げた理由】 
②改正教育職員給与特別措置法

で示された時間外勤務時間の
上限 45 時間／月への計画策
定に加え、ストレスチェック
で高ストレス者と判定された
教員への産業医面談の促進と
フォロー体制を構築する必要
がある。 

 
 
 
 
 
② 
・国の上限指針や県の条例に基づいて、豊田市における教育職員の時

間外在校等時間の上限時間を教育委員会規則に定めるための準備を
進めている。 

・令和２年度に策定した、時間外在校等時間の削減目標を定めた「豊
田市教職員多忙化解消プラン（令和３年度～令和５年度）」に沿っ
て、取組を促進していく。 

・ストレスチェック事業を継続し、教職員自身によるストレスの気付
きを促すとともに、職場環境の改善につなげている。令和３年度は、
高ストレス者と判定された教職員に対しては、早期に産業医との面
接指導勧奨を行うとともに、面接指導後の就業上の措置について課
題の把握と支援体制の強化を図るなど、個別にきめ細かな支援を実
施していく。 

（教育部 学校教育課） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・学校教育総務事務費 

（１８百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【くらしを支えるまちづくり】 
 

【要望内容】 
新型コロナウイルス感染症を踏

まえた財政対応 
【具体的内容】 
①財政状況に合わせた施策の推

進 
【取り上げた理由】 
①本市の財政状況や社会経済を

取り巻く環境の変化を捉え、
選択と集中による総合的な判
断を基に本市の主力事業を強
化することに加え、今まで以
上の大胆な事業・事務の最適
化が必要である。 

 
 
 
 
 
 
① 
・人口減少社会の到来と超高齢社会の進展により、今後、人、モノ、

カネといった「経営資源」は減少することが見込まれる。また、法
人市民税の一部国税化や地方交付税の合併特例措置の終了、公共建
築物やインフラ施設の更新費の増大、社会保障費の増大などが懸念
されるため、選択と集中による事業実施が必要となる。 

・令和３年度当初予算においては、新型コロナウイルス感染症の影響
を受けて、歳入は一層厳しい状況となるが、市民生活に直結する行
政サービスに関する予算の確保を図るほか、第８次総合計画後期実
践計画の着実な推進のため、重点施策には優先的に予算配分を行っ
ていく。 

・歳出削減については、選択と集中により、限りある経営資源を有効
に活用し、事業・事務の効果を最大限に発揮するため「事業・事務
の最適化」の取組を継続していく。 

（総務部 行政改革推進課、企画政策部 財政課） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【くらしを支えるまちづくり】 
 

【要望内容】 
新型コロナウイルス感染症を踏

まえた財政対応 
【具体的内容】 
②国県補助金事業の積極的な活

用 
【取り上げた理由】 
②継続的な経済対策などに対し

て、国に交付金等の支援を求
めていくとともに、従来以上
の知恵と努力で国県の補助金
事業への参加が必要である。
そのためにも、国県とのパイ
プをより強固なものとし、補
助メニューの読み取り力を向
上させるなどの体質強化が必
要である。 

 
 
 
 
 
 
② 
・新型コロナウイルス感染症の対策として行う事業については、最大

限、国の支援を受けられるよう、中核市市⾧会及び全国市⾧会を通
じて、国及び県に働きかけていく。 

・また、東京事務所や省庁等派遣職員とも連携し、国県補助制度の情
報収集を行うとともに、採択を受けるための事業手法の検討を進め、
積極的な確保に全庁を挙げて取り組んでいく。 

（企画政策部 財政課） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【くらしを支えるまちづくり】 
 

【要望内容】 
公共事業における適正な公契約

の構築 
【具体的内容】 
①公契約条例の制定 

【取り上げた理由】 
①公契約条例の制定により公共

事業での労働条件向上等を図
るとともに、官民双方の事務
作業にかかる負荷軽減を目的
にＡＩ･ＲＰＡなどの先端技
術を活用した取組が必要であ
る。 

 
 
 
 
 
 
① 
・「新・担い手３法改正」により、公共事業における働き方改革の推進や、

生産性向上への取組、災害時の緊急対応強化など、新たな課題や引き続
き取り組むべき課題への対応が求められていること、さらには新型コロ
ナウイルス感染症による社会情勢の激変を踏まえ、「豊田市公契約基本
方針」を見直し、労働条件の確保の義務付け、市内企業優先策の展開等、
確固たる制度基盤の整備を図るべく、令和３年度を目途に公契約条例を
制定する。規定内容については検討組織を設け、協議を行う。 

・一方、官民双方の事務作業に係る負荷軽減を目的としたＡＩ、ＲＰＡな
どの先端技術の活用は、令和２年７月に策定した「豊田市ＩＣＴ活用ビ
ジョン」等、市全体の計画に基づく総合的な取組の一環として検討して
いく。 

（総務部 契約課） 
 

 
 
 

 



- 17 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【くらしを支えるまちづくり】 
 

【要望内容】 
地域産業を支える取組 

【具体的内容】 
①IT を活用した生産性向上支援 

【取り上げた理由】 
①生産能力の課題をＩＴ技術で

解決する企業と、中小企業を
マッチングさせるしくみを構
築し、事業の効率化を促進す
るとともに業務改善できる人
材を育成していくことが必要
である。 

 
 
 
 
 
①  
・ものづくり中小企業のＩＴ導入やデジタル変革（ＤＸ）の促進による 

新たな事業展開や生産性の向上を図るため、デジタル機器の導入等の
設備投資支援やＩＴ系を含めたベンチャー企業とのマッチングを行う
ほか、経営層や現場責任者等を対象とした「ＤＸセミナー」を新たに開
催し、積極的にＩＴ導入やＤＸを目指す企業に対して、アドバイザー派
遣や企業間でＩＴ技術の導入を進めるＩoＴ研究会への参画を促して
いく。 

・また、令和２年度にとよたイノベーションセンターの人材育成事業
「一気通観エンジニアの養成プログラム」を、ＩＴ活用により現場改
善ができる人材を育成する「デジタルものづくりカレッジ」に改変
しており、引き続き、参加企業にアンケートを取りながらプログラム
の見直しを進めていく。 

（産業部 産業労働課、次世代産業課） 
 

 
 
 
 
 
 
・デジタル化支援補助金 

（２００百万円 新規） 
・新事業展開支援費 

（２７百万円） 
・イノベーションセンター運営費 

（３７百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【くらしを支えるまちづくり】 
 

【要望内容】 
中小企業・小規模事業者の働き

方支援 
【具体的内容】 
①テレワークの導入支援 

【取り上げた理由】 
①本市独自でおこなっている豊

田市テレワーク導入支援補助
金制度を次年度も継続させ、
幅広くテレワークの導入促進
を図り、新しい生活様式に沿
った事業活動と多様な働き方
の実現につなげることが必要
である。 

 
 
 
 
 
 
① 
・令和２年度に創設したテレワーク導入支援補助金のほか、テレワーク導

入に向けたセミナー及び相談会の開催や専門家派遣制度の活用により
中小企業等への支援を継続していく。 

・テレワーク導入を含めた柔軟な働き方に関する取組やその効果につい
て、市内事業所の奏功事例などを発信することで、普及に向けた啓発に
努める。 

 （産業部 産業労働課） 
 

 
 
 
 
 
 
 
・テレワーク導入支援補助金 

（３０百万円） 
・働き方改革推進費（啓発事業費） 

（５百万円） 
・働き方改革推進費（アドバイザー 

派遣費）     （１百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【くらしを支えるまちづくり】 
 

【要望内容】 
住宅需要に応える既存宅地の活

用 
【具体的内容】 
①空き家を活用した定住促進 

【取り上げた理由】 
①空き家所有者へ資産の有効活

用を促す啓発、また空き家発
生の防止につながる転居時の
連絡先シートの展開や逝去後
の資産活用意思が明記できる
エンディングノートの見直し
を進め、空き家状態の利活用
につながるしくみを構築する
ことが必要である。 

 
 
 
 
 
 
①  
・「豊田市空家等対策計画」に基づき、所有者等へはエンディングノー

トの活用を紹介するなどセミナーや相談会を開催するとともに、地域に
向けても空家等の課題や対策について啓発に努め、空き家の有効な活用
につながる定住促進を進めていく。 

（都市整備部 定住促進課） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
・住まい相談総合支援事業費 

（１百万円）
・老朽空き家等解体費補助金 

（２百万円）
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【くらしを支えるまちづくり】 
 

【要望内容】 
将来を見据えた道路整備 

【具体的内容】 
①社会経済情勢を反映した道路

整備の推進 
【取り上げた理由】 
①産業の活性化や生活の質の向

上に効果が見込まれる国道
155 号南北バイパスや関連市
道の整備推進を図りつつ、社
会情勢の変化を踏まえ適切な
整備と維持管理を合わせてお
こなうことが重要である。 

 
 
 
 
 
①  
・本市では、生活と産業を支える質の高いまちの実現を目指し、都市

の骨格となる幹線道路ネットワークの整備を推進している。 
・特に、国道１５５号豊田南バイパス・国道１５３号豊田北バイパス

については、早期整備に向け、国と連携して事業促進を図っていく。
また、地域の生活交通の安全確保に向け、市道の付け替え等の整備
を推進していく。 

・施設の維持管理については、令和３年度から本格的に運用される「道
路施設管理計画」に基づき適切な維持管理を行っていく。 

（建設部 建設企画課、幹線道路推進課、道路維持課） 
 

 
 
 
 
 
 
・特定道路建設費 

（２，８１９百万円） 
・特定道路改良促進費 

 （１２１百万円） 
・道路等管理費（１，１６５百万円） 
・道路修繕費（１，９１２百万円） 
・交通安全施設維持管理費 
        （２６３百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【共に支えあうまちづくり】 
 

【要望内容】 
人生 100 年時代への取組 

【具体的内容】 
①(仮称)人生 100 年時代構想の

計画策定 
【取り上げた理由】 
①健康・学び・働きの要素におい

て、本市の将来を見据えた新
たな社会システム構築のた
め、第 8 次総合計画後期実践
計画と連携させた計画づくり
が必要である。 

 
 
 
 
 
① 
・幼児教育・高等教育の無償化、大学改革、リカレント教育、高齢者

雇用の促進などの、国の「人生１００年時代構想会議」により取り
まとめられた「人づくり革命基本構想」において示された課題につ
いては、第８次豊田市総合計画後期実践計画にて推進し、人生１０
０年時代構想を見据えた社会づくりを目指していく。 

（企画政策部 企画課） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【共に支えあうまちづくり】 
 

【要望内容】 
感染症に備える取組の推進 

【具体的内容】 
①（仮称）豊田市感染症予防計画

の作成と周知 
【取り上げた理由】 
①感染者の受け入れ態勢やマス

ク等の備蓄品、また新しい生
活様式等を総合的に考慮し、
既存の「豊田市新型インフル
エンザ等対策行動計画」の見
直しをおこない、地域防災計
画やＢＣＰと連動した感染症
予防計画の作成と周知が必要
である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
①  
・「豊田市新型インフルエンザ等対策行動計画」については、新型コ

ロナウイルス感染症発生時の医療体制の確保や患者の対応、予防接
種に向けた取組等を検証し、現状に合わせた見直しを行っていく。
また「豊田市新型インフルエンザ等対策行動計画」を基に、年１回
ＢＣＰの見直しも行っている。今後も地域防災計画やＢＣＰとの連
動が必要な場合には考慮し周知していく。 

（保健部 感染症予防課、地域振興部 防災対策課） 

 

 



- 23 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【共に支えあうまちづくり】 
 

【要望内容】 
介護業務の環境整備 

【具体的内容】 
①介護業務の負担軽減 

【取り上げた理由】 
①介護現場における申請書類の

重複項目などの簡素化に加
え、ＡＩによるケアプランの
作成や、見守りセンサー等先
進技術の導入を推進すること
により、介護業務全体の負荷
を軽減することが必要であ
る。 

 
 
 
 
 
① 
・申請書類については、介護サービスと総合事業を一体的に運営して

いる事業所の届出等４様式について介護サービス事業所の届出のみ
に簡素化、介護保険法及び老人福祉法で定める届出等４様式の添付
書類１８種類について重複を見直し、添付書類を５０％削減するな
ど簡素化を図ってきた。今後も国の動向を注視し、簡素化を迅速に
反映するとともに、市独自の様式については、さらに簡素化に向け
て検討していく。 

・ＡＩを活用したケアプランシステムの導入については、引き続き、
システムの開発状況を注視し、その実用性に関する検証を行ってい
く。 

・見守りセンサー始め先進技術の導入については、これまで豊田市特
別養護老人ホーム施設⾧協議会の協力を得て先進技術の導入状況を
把握し、効果的な取組について情報提供を行ってきたところである
が、今後も先進技術を有する企業の実証実験への協力、導入に積極
的な事業所との相談を通じて、市内事業所の状況把握に努めるとと
もに、市から積極的に情報提供を行い、国や県の補助制度を活用し、
推進していく。 

（福祉部 高齢福祉課、介護保険課） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・介護職チームケア実践力向上推

進事業費補助金 （３０百万円） 
 

 



- 24 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【共に支えあうまちづくり】 
 

【要望内容】 
誰もがイキイキと働ける社会 

【具体的内容】 
①障がい者の社会参加支援 

【取り上げた理由】 
①障がい者雇用の支援として、

民間の就労支援事業者と連携
し雇用につながった成果事例
などを生かした、出前講座に
よる障がい者に対する理解を
深めることや雇用後のサポー
ト体制の強化を行ない、障が
い者の雇用創出と定着率の向
上を図ることが必要である。 

 
 
 
 
 
① 
・障がい者就労・生活支援センターにおいて、企業訪問を行い、税制

上の優遇措置など各種支援制度の紹介等を通じて職場開拓に取り組
んでいるほか、豊田公共職業安定所や就労移行支援事業所とも連携
し、企業の就労担当者への研修会等を行い、一般就労を推進する。 

・また、障がい者や企業、関係機関等からの相談に応じ、支援策の検
討や障がい特性に応じた働き方のアドバイス等を行い、職場定着に
ついても推進する。 

・障がい者総合支援法の障がい福祉サービスにおいて、就労移行支援
事業所等による就労に必要な知識や技術の習得、就労先の紹介、一
般就労後の定着に向けた支援等の取組に関して利用の増加に対応し
た予算を確保し、障がい者の一般就労を推進していく。 

（福祉部 障がい福祉課） 
 

 
 
 
 
 
 
・福祉事業団運営費補助金（うち、

就労・生活支援センター、就業・
生活支援センター）（４７百万円） 

・障がい者就労・生活支援センター  
費        （３百万円） 

・障がい者就業・生活支援センター
運営費補助金   （１百万円） 

・就労移行支援費（３７４百万円） 
・就労定着支援費 （１６百万円） 
 

 



- 25 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【魅力を共感するまちづくり】 
 

【要望内容】 
中心市街地商業の活性化 

【具体的内容】 
①中心市街地の新たな魅力創出 

【取り上げた理由】 
①撤退に至った検証をおこなう

と同時に、市民ニーズを反映
した魅力的な店舗の誘致が必
要である。更には、周辺施設が
連携し相乗効果を生む一体的
なまちなか再生を図る必要が
ある。 

 
 
 
 
① 
・松坂屋閉店後におけるテナントについては、松坂屋豊田店のビル管

理会社である豊田まちづくり（株）が主体となって後継テナント誘
致の検討を行っている。また、豊田まちづくり（株）を中心として、
有識者も交えながら、公民連携によるエリア内の魅力向上とにぎわ
いを確保する未来ビジョンの策定中であり、その中で百貨店撤退の
検証を行うとともにビル再生に向けた取組を検討している。今後は
策定したビジョンを基に、周辺施設との連携をさらに深め相乗効果
が生み出せるよう、市としてはテナントの誘致や来客増に資する公
共的空間整備の支援を行っていく。 

（産業部 商業観光課） 
 

 
 
 
 
 
・公共空間等整備事業補助金 

 （５０百万円） 
 

 



- 26 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【魅力を共感するまちづくり】 
 

【要望内容】 
観光のスマート化による誘客 

【具体的内容】 
①観光型 MaaS への取組 

【取り上げた理由】 
①複数の交通機関と超小型モビ

リティなど、あらゆるサービ
ス を 一 括 し て 提 供 で き る
MaaS システムを活用したシ
ームレスな観光に取り組むこ
とで、既存観光がさらに楽し
める独自の観光戦略が必要で
ある。 

 
 
 
 
 
① 
・観光型ＭａａＳについては、これまでにも（株）ジョルダンとの連

携により、店舗や観光施設と連携したスマートフォン活用によるバ
スの１日乗車券販売や、小原四季桜まつりでの「Ｈａ:ｍｏＲＩＤ
Ｅ」の貸出しを実施しているほか、鉄道機関と連携し、交通と飲食
等をセットにした観光プランの開発・販売を進めてきた。 

・引き続き、公共交通事業者等と連携した観光プランの開発に取り組
むとともに、ＭａａＳを活用した本市の観光の魅力化に取り組んで
いく。 

（都市整備部 交通政策課、産業部 商業観光課、 
企画政策部 未来都市推進課） 

 

 
 
 
 
 
 
・公共交通利用促進費 

（８８百万円） 
・先進技術等移動支援事業費 

 （１５百万円） 
・次世代社会システム実証推進費 

（９３百万円） 
・ツーリズムとよた補助金（定額） 

 （１１３百万円） 
 

 



- 27 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【魅力を共感するまちづくり】 
 

【要望内容】 
とよた SDGs 未来都市の実現に

向けた取組 
【具体的内容】 
①とよた SDGs の市民への情報

発信 
【取り上げた理由】 
①市民の関心を高める中心市街

地等での装飾やパートナーシ
ップを通じた取組の強化に加
え、Ｗeb 発信やリモート会議
体などを有効に活用した市民
への周知が必要である。 

 
 
 
 
 
 
① 
・とよたＳＤＧｓパートナーによる取組をさらに促進し、「ＳＤＧｓ

パートナー」や「ミライのフツーをつくろう」のロゴマークをチラ
シや装飾等で多用し、市内外で「見える化」することで、ＳＤＧｓ
に対する市民の関心を高めていく。 

・ホームページやフェイスブックなどのＷｅｂ媒体を活用した効果の
高い情報発信を実施すると共に、コロナ禍においても影響を受けづ
らく、広域からの参加が見込めるオンライン会議やセミナー等は継
続的に、実施していく。 

                 （企画政策部 未来都市推進課） 

 
 
 
 
 
 
 
・ＳＤＧｓ推進費  （４百万円） 

 



- 28 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【魅力を共感するまちづくり】 
 

【要望内容】 
とよた SDGs 未来都市の実現に

向けた取組 
【具体的内容】 
②とよたエコフルタウンの機能

強化 
【取り上げた理由】 
②今後 10 年を見据え、世界各

国への情報発信基地としての
役割を強化させるために、自
動運転などパートナー企業の
実証にも活用できるよう施設
の再構築や実証エリア拡大な
ど、将来のまちづくりに向け
た取組が必要である。 

 
 
 
 
 
 
② 
・とよたエコフルタウンについては、実証事業の推進母体である「豊

田市つながる社会実証推進協議会」の取組の見せる化や実証拠点と
して積極的な活用を図るとともに、協議会会員企業の意見を踏まえ
ながら、とよたエコフルタウン以外の実証エリアの確保や自動運転
を始めとした実証実験に求められる機能等を充実させていく。 

・なお、とよたエコフルタウンについては、令和３年度から出展企業
との契約や地権者との契約更新が必要であるため、関係者の意向確
認と調整を図っていく。 

（企画政策部 未来都市推進課） 
 

 
 
 
 
 
 
 
・低炭素社会モデル地区推進費 

（１２８百万円） 
 

 



- 29 - 
 

 
 

豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【魅力を共感するまちづくり】 
 

【要望内容】 
ゼロカーボンシティへの取組 

【具体的内容】 
①ゼロカーボン達成に向けた行

動計画の実践 
【取り上げた理由】 
①ゼロカーボンシティへ向けた

各種取組の目標などを環境基
本計画に織り込み、目標達成
への具体的な行動を促す必要
がある。 

 
 
 
 
 
① 
・ゼロカーボンシティの実現に向け、太陽光発電やバイオマス発電な

どの再生可能エネルギーの比率を高めるとともに、化石燃料からの
エネルギー転換を加速し、暮らしや産業から排出されるＣＯ２を削
減する。 

・令和３年度の環境基本計画の中間見直し作業に合わせて、計画にゼ
ロカーボン施策を位置付けるとともに、脱炭素社会実現に向けた市
民の行動促進を図るためのセミナー実施等を通して、目標達成を目
指していく。 

（環境部 環境政策課、企画政策部 未来都市推進課） 
 

 
 
 
 
 
 
・地球温暖化防止対策関連費 

（３百万円） 
・地球温暖化防止対策広域連携費

（１百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【魅力を共感するまちづくり】 
 

【要望内容】 
ソサエティ 5.0 の取組 

【具体的内容】 
①先進技術を活用した事務事業

の効率化 
【取り上げた理由】 
①ＡＩなどの先端技術を活用

し、オンライン申請やキャッ
シュレス、ＡＩ総合窓口サー
ビスを拡充することで多様な
市民ニーズや新しい生活様式
に対応するとともに、業務の
効率化や職員の在宅勤務を促
進するなどの働き方改革につ
なげることが必要である。 

 
 
 
 
 
①  
・「（仮）豊田市デジタル強靭化戦略」に基づき、ＡＩを活用した相

談・支援やスマート窓口の構築を始め、各種事業に継続的に取り組
んでいく。 

・令和２年度に導入したＡＩチャットボット、ＡＩ－ＯＣＲ、導入予
定のＡＩ議事録システム、ＲＰＡについては令和３年度も引き続き
活用し、内容の充実及び全庁の業務への展開を図りながら業務効率
化を進める。 

・オンライン申請については、「あいち電子申請・届出システム」を
活用し、電子申請の拡充を推進していく。 

・これらの取組を進めていく中で、デジタル・スマート市役所を推進
していく。 

（経営戦略部 情報戦略課） 
 

 
 
 
 
 
 
・デジタル化・スマート化推進費 

（３０百万円） 
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豊田市議会市民フォーラム「令和３年度に向けた政策要望」への回答 
                                
 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和３年度当初予算) 
その他参考事項 

【魅力を共感するまちづくり】 
 

【要望内容】 
ソサエティ 5.0 の取組 

【具体的内容】 
②5G 環境の積極的な整備 

【取り上げた理由】 
②５Ｇを生かした新たなサービ

スへの取組のため、５G の調
査研究を進めるとともに、キ
ャリア５G やローカル５G 
を活用した実証事業を官民連
携して取り組む必要がある。 

 
 
 
 
 
 
②  
・「（仮）豊田市デジタル強靭化戦略」に基づき、５Ｇを生かした新

たなサービスへの取組のための調査研究を進めていく。その中で、
５Ｇ環境の整備についても各通信事業者の整備状況等も鑑み適宜検
討していく。また、ローカル５Ｇについても本市における活用手法
等について継続的に検討していく。 

（経営戦略部 情報戦略課） 
 

 

 


